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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第２四半期  6,012  1.8  504  65.8  526  60.0  323  60.9

24年３月期第２四半期  5,907  10.1  304 △34.4  328  △33.5  200 △30.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭

25年３月期第２四半期  58.94 －

24年３月期第２四半期  36.62 －

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

25年３月期第２四半期  18,075  14,193  78.5

24年３月期  17,895  13,939  77.9

（参考）自己資本 25年３月期第２四半期 14,193百万円   24年３月期 13,939百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年３月期  － 7.50 － 7.50  15.00

25年３月期  － 7.50       

25年３月期（予想）     － 7.50  15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期  11,513  4.2  806  59.6  833  52.0  513  14.5  93.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無

③  会計上の見積りの変更                    ： 有

④  修正再表示                              ： 無

（注）詳細は、添付資料のＰ４「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期２Ｑ 5,749,000株 24年３月期 5,749,000株

②  期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 263,230株 24年３月期 263,230株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 5,485,770株 24年３月期２Ｑ 5,485,770株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

（将来に関する記述等についてのご注意）  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」

をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

 決算補足説明資料（第２四半期決算説明資料）は、当社ホームページに同日掲載しています。  

 また、当社は平成24年12月６日（木）に個人投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する説明会

資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間のわが国経済は、円高の長期化と個人消費の低迷に加えて、復興対策の遅れもあり、先行

きが懸念される状況となってまいりました。  

当貨物自動車運送業界におきましては、内需回復が遅れておりますことから輸送需要は引続き減少傾向にあり、

同業者間競争が一段と激化すると共に、燃料費が高止まりしておりますので厳しい経営環境下にあります。 

当社はこのような状況下、前上期は東日本大震災による被災対応輸送から、当上期は長期間にわたる猛暑対応輸

送の繁忙期となりましたが、３ＰＬ事業の本格化と集中配車による複合輸送や新輸送システムによる稼働拡大が奏

功し、経費削減効果も発揮いたしました。さらに物流センター運営につきましても、新たなマテハン機器の導入等

により収益構造改革の成果を上げることができました。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高 千円（前年同期比1.8％増）、営業利益は前述の

収益構造改革により 千円（前年同期比65.8％増）、経常利益 千円（前年同期比60.0％増）、四半期

純利益 千円（前年同期比60.9％増）となり、増収増益の結果となりました。 

   

セグメント業績につきましては、次のとおりです。 

① 貨物自動車運送事業 

（第１営業部門） 

清涼飲料輸送は、東部北陸物流センター開設に次いで、大型の東部海老名物流センターが本格稼働し、増収

となりました。 

びん・容器輸送は、新製品や軽量びんを新たに輸送いたしましたが、納入先でペット製品の内製化が進み微

増となりました。 

以上により、第１営業部門は前年同期比3.4％増収となりました。  

（第２営業部門） 

石油輸送は、引続き燃料費の高止まりによる節約傾向に加えて、エコカーの普及で輸送量は減少しておりま

すが、新輸送システム効果で増収となりました。 

化成品輸送は、中国や新興国向け輸出に減速感が出てまいりましたものの、国内での新規輸送先が受注でき

ましたので大幅な増収となりました。 

セメント輸送は、堤防や液状化現象等の震災対応輸送が一段落しましたことに加え、復興対策の遅れもあ

り、減収となりました。 

その他輸送は、小型車の提供業務を主としておりますが、景気低迷により値引き要請があり、減収となりま

した。 

以上から、第２営業部門は前年同期比3.7％増収となりました。 

この結果、関連業務の保管・荷役作業収入を含めた当事業の売上高は、 千円（前年同期比3.5％

増）となり、セグメント利益は 千円（前年同期比136.8％増）となりました。  

② 商品販売事業 

石油販売は、昨年の震災によりサプライチェーン（供給体制）に問題が発生しましたが、安定納入に努力し

た結果、新規納入先が増加し、増収となりました。 

セメント販売は、新規の設備投資案件に慎重さが加わり、受注件数が減少しておりますことに加え、大型納

入工事が完工し、減収となりました。 

車両販売等は、車両販売・資材販売・ソフトウェア販売等堅調に推移し、増収となりました。 

この結果、当事業の売上高は 千円（前年同期比1.0％減）となり、セグメント利益は 千円

（前年同期比11.5％増）となりました。  

③ 不動産賃貸事業 

自社提供施設は、テナントビル事業で一部空室と東北の施設で利用企業の入替がありましたが、草加施設の

新設効果で増収となりました。  

借上施設は、夏期繁忙期用の臨時提供施設の期間が短縮し、減収となりました。 

この結果、当事業の売上高は 千円（前年同期比2.9％減）となり、セグメント利益は 千円

（前年同期比2.8％増）となりました。  

④ その他事業 

自動車整備事業は、エコカー補助金による買い換えが進み、車検・整備の需要が減少した上に、大手取引先

の移転により減収となりました。 

損害保険代理業等は、主力の自動車保険の契約件数は増加いたしましたが、大口契約先の優良割引率が上昇

したため減収となりました。火災保険等につきましても、積立型保険の解約等があり減収となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

6,012,249

504,580 526,482

323,328

4,178,091

355,588

1,185,261 8,472

611,619 264,588
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この結果、当事業の売上高は 千円（前年同期比10.4％減）となり、セグメント利益は 千円（前

年同期比28.3％減）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

当第２四半期会計期間末における流動資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が 千円増加した一方で、営業未収入金が 千円減少したことによる

ものであります。固定資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたしました。これは

主に有形固定資産が 千円、無形固定資産が 千円、投資有価証券の時価評価等により投資その他の資産

が 千円それぞれ減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたしました。 

（負債）  

当第２四半期会計期間末における流動負債は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたし

ました。これは主に未払法人税等が 千円が増加した一方で、営業未払金が 千円減少したことによる

ものであります。 

固定負債は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたしました。これは主に繰延税金負債

が 千円、長期預り保証金が 千円それぞれ減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたしました。 

（純資産）  

当第２四半期会計期間末における純資産合計は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加い

たしました。これは、その他有価証券評価差額金が 千円減少した一方で、四半期純利益 千円及び剰

余金の配当 千円により利益剰余金が 千円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は78.5％（前事業年度末は77.9％）となりました。  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

千円増加の 千円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 千円（前年同期は549,420千円の収入）となりました。主な増加要因は、

税引前四半期純利益 千円、減価償却費 千円などであり、主な減少要因は、仕入債務の減少額

千円、法人税等の支払額 千円などによるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動の結果支出した資金は 千円（前年同期は359,829千円の支出）となりました。主な減少要因は、

定期預金の預入による支出 千円、有形固定資産の取得による支出 千円、投資有価証券の取得による

支出 千円などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は41,143千円（前年同期は41,143千円の支出）となりました。減少要因は、配当金

の支払額によるものであります。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

通期の見通は、震災対応の遅れに加えて海外経済の減速で、景気下押しリスクが高まっております。 

  このような状況下に、地球温暖化対策税（環境税）、最低賃金の見直し等で経費が増加する事業環境にあります

が、３ＰＬ事業の本格化と第２営業部門（石油・化成品・セメント輸送）等の繁忙期を迎えますので、引続きの

成長戦略を継続すると共に、安全対策につきましても、最新技術装置の採用（衝突被害軽減ブレーキ・車間距離

警報装置・車線逸脱警報装置等）を代替え時から順次採用して行く方針であります。 

 通期業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の業績が概ね予想どおりに推移していることから、平成24

年５月11日に発表の公表値から変更はありません。  

37,277 13,109

3,910,205 290,745

381,293 78,213

14,165,592 110,192

52,932 25,632

31,627

18,075,797 180,553

1,389,521 35,646

109,823 115,348

2,492,312 38,200

21,926 20,317

3,881,833 73,847

14,193,963 254,400

27,784 323,328

41,143 282,185

281,293 2,534,287

629,260

535,036 275,654 68,070

109,010

306,823

100,000 185,588

21,427
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）  

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。  

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそ

れぞれ 千円増加しております。   

   

該当事項はありません。   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

8,175

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,252,994 2,634,287

受取手形 27,376 23,543

営業未収入金 1,141,263 1,063,050

原材料及び貯蔵品 30,311 23,615

その他 171,409 169,333

貸倒引当金 △3,895 △3,625

流動資産合計 3,619,459 3,910,205

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,620,113 3,537,966

車両運搬具（純額） 252,006 312,315

土地 7,520,861 7,520,861

その他（純額） 409,214 378,120

有形固定資産合計 11,802,196 11,749,264

無形固定資産 167,038 141,406

投資その他の資産   

投資有価証券 682,067 660,551

差入保証金 1,429,180 1,429,051

その他 195,304 188,218

貸倒引当金 △4 △2,899

投資その他の資産合計 2,306,548 2,274,921

固定資産合計 14,275,784 14,165,592

資産合計 17,895,243 18,075,797

負債の部   

流動負債   

支払手形 23,669 70,948

営業未払金 759,820 644,471

未払金 52,003 20,074

未払費用 180,915 181,487

未払法人税等 113,256 223,080

引当金 90,614 83,400

その他 204,887 166,059

流動負債合計 1,425,167 1,389,521

固定負債   

繰延税金負債 1,092,521 1,070,594

再評価に係る繰延税金負債 123,215 123,215

引当金 98,453 104,856

長期前受金 64,812 62,038
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

長期預り保証金 1,139,603 1,119,286

資産除去債務 11,908 12,322

固定負債合計 2,530,513 2,492,312

負債合計 3,955,680 3,881,833

純資産の部   

株主資本   

資本金 553,031 553,031

資本剰余金 527,722 527,722

利益剰余金 13,401,295 13,683,480

自己株式 △194,955 △194,955

株主資本合計 14,287,092 14,569,278

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 102,271 74,487

土地再評価差額金 △449,801 △449,801

評価・換算差額等合計 △347,530 △375,314

純資産合計 13,939,562 14,193,963

負債純資産合計 17,895,243 18,075,797
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 5,907,493 6,012,249

売上原価 5,423,407 5,331,647

売上総利益 484,086 680,602

割賦販売未実現利益戻入額 933 399

割賦販売未実現利益繰入額 658 248

差引売上総利益 484,361 680,753

販売費及び一般管理費 180,060 176,173

営業利益 304,300 504,580

営業外収益   

受取利息 453 355

受取配当金 13,193 10,146

車両賃貸料 600 －

補助金収入 6,000 6,300

その他 7,766 8,432

営業外収益合計 28,013 25,234

営業外費用   

支払利息 3,013 3,332

その他 351 －

営業外費用合計 3,365 3,332

経常利益 328,948 526,482

特別利益   

固定資産売却益 13,632 11,750

特別利益合計 13,632 11,750

特別損失   

固定資産除却損 138 －

ゴルフ会員権評価損 － 300

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 － 2,896

特別損失合計 138 3,196

税引前四半期純利益 342,443 535,036

法人税、住民税及び事業税 146,440 217,509

法人税等調整額 △4,895 △5,801

法人税等合計 141,544 211,707

四半期純利益 200,898 323,328
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 342,443 535,036

減価償却費 323,471 275,654

貸倒引当金の増減額（△は減少） △79 2,625

その他の引当金の増減額（△は減少） △14,022 △810

受取利息及び受取配当金 △13,647 △10,502

支払利息 3,013 3,332

有形固定資産売却損益（△は益） △13,632 △11,750

有形固定資産除却損 138 －

ゴルフ会員権評価損 － 300

補助金収入 △6,000 △6,300

売上債権の増減額（△は増加） 29,888 82,046

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,807 6,696

仕入債務の増減額（△は減少） △21,410 △68,070

その他の資産の増減額（△は増加） △37,601 2,687

その他の負債の増減額（△は減少） 95,806 △86,114

小計 694,174 724,830

利息及び配当金の受取額 13,655 10,473

利息の支払額 △3,013 △3,332

補助金の受取額 6,000 6,300

法人税等の支払額 △161,396 △109,010

営業活動によるキャッシュ・フロー 549,420 629,260

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △322,240 △185,588

有形固定資産の売却による収入 13,212 12,497

無形固定資産の取得による支出 △70,000 △12,990

投資有価証券の取得による支出 △681 △21,427

投資有価証券の償還による収入 20,000 －

貸付けによる支出 △2,380 △2,350

貸付金の回収による収入 2,260 3,035

投資活動によるキャッシュ・フロー △359,829 △306,823

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △41,143 △41,143

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,143 △41,143

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 148,447 281,293

現金及び現金同等物の期首残高 2,384,970 2,252,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,533,418 2,534,287
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該当事項はありません。     

   

該当事項はありません。    

   

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。      

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注)２ 

四半期損益
計算書計上
額（注)３ 

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注)１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  4,038,686  1,197,202  630,006  41,598  5,907,493  －  5,907,493

計  4,038,686  1,197,202  630,006  41,598  5,907,493  －  5,907,493

セグメント利益  150,156  7,600  257,418  18,289  433,465  △129,164  304,300

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注)２ 

四半期損益
計算書計上
額（注)３ 

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注)１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  4,178,091  1,185,261  611,619  37,277  6,012,249  －  6,012,249

計  4,178,091  1,185,261  611,619  37,277  6,012,249  －  6,012,249

セグメント利益  355,588  8,472  264,588  13,109  641,758  △137,178  504,580
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